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国立大学法人島根大学役員会（第２４７回）＜議事要録＞ 

 

日 時   平成２６年 ５月 ７日（水） １０：００ ～ １１：４０ 

場 所   総合理工学部２号館３階 ３０８会議室 

出席者   小林学長，塩飽理事，竹内理事，井川理事，辻理事，江口理事 

欠席者   肥後理事 

〔陪席：千家監事，谷口監事，総務部長，財務部長，教育・学生支援部長，学術

国際部長，医学部事務部長〕 

議 題１ ニーズアンケート（社会人大学院生をいかに増やすか）について 

○ 塩飽理事から，資料１により大学院社会人入試等による在学者数，中央教育審議会大

学分科会大学院部会の資料及び早稲田大学が行った文部科学省平成 21 年度先導的大学

改革推進委託事業（社会人の大学院教育の実態把握に関する調査研究）報告書の説明の

後，江口理事から島根県庁での事例紹介が，千家監事から山陰合同銀行での事例紹介が

あり，学長から，1 年位をかけて検討する必要があり，肥後理事，塩飽理事でアンケー

ト案を検討するよう指示があった。また，教育研究評議会に提案し，各部局においても

検討を行うこととなった。 

議 題２ 隠岐島前３町村との包括連携協定について 

○ 竹内理事から，資料２により隠岐島前 3 町村との包括連携・協力に関する協定につい

て説明があり，学長から，平成 27年度特別研究（プロジェクト分）として概算要求をす

る予定である旨の補足説明の後，審議の結果，原案どおり承認した。 

議 題３ 2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会における大学との連携に関す

る協定の締結について 

○ 塩飽理事から，資料 3 により東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会

会長から，2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会における大学との連携に

関する協定の締結について依頼があり，連携協定による主な活動例を基に審議し，協定

締結を進めることを承認した。 

議 題４ 第１１４回教育研究評議会の議題について 

○ 塩飽理事から，資料 4により 5月 12 日に開催する教育研究評議会の議題，資料等につ

いて説明があり，審議の結果，原案どおり教育研究評議会に付議することを確認した。 

報告事項１ 消費税率引き上げに伴う消費税の円滑かつ適正な転嫁について 

○ 辻理事から，資料 5により平成 26 年 4 月 17 日付け通知により責任体制の明確化を図

ること，「消費税の円滑かつ適正な転嫁の確保のための消費税の転嫁を阻害する行為の是

正等に関する特別措置法」の趣旨，通知の内容について改めて周知徹底を図るものであ

り，役員会，教育研究評議会及び事務連絡会議において説明する旨の報告があった。 

報告事項２ 大学院法務研究科について 

○ 学長から，大学院法務研究科の連合化に向けた動向について説明があった。 

報告事項３ 平成２６年度監査計画について 

○ 千家監事から，資料 6により監査計画の説明があった。 


